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       （財）財務会計基準機構会員    
 

平成２２年５月１３日  

 

各   位 

 

                                                  会  社  名   エ ー ス 交 易 株 式 会 社             

                                                  代表者の役職名   代表取締役社長   田中 孝男 

                                                         （ＪＡＳＤＡＱ・ コード８７４９） 

                                              問い合わせ先                取締役財務部長  田中  徹 

                                                 電 話 番 号    ０３ － ３４０６ － ４６４９ 

 

平成２２年３月期の業績（連結・個別）の差異に関するお知らせ 

 

  平成２２年３月期（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日）の業績（連結・個別）につきまして、平

成２１年３月期（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日）の業績（連結・個別）との差異を下記のとお

りお知らせいたします。 

 

記 

 

（１）平成２２年３月期連結業績の差異（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日） 

                                            （単位：百万円） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

  ２１年３月期（Ａ） ４,３７４ △ ２,５７０ △ ２,４９３ △ ３,８２９ 

  ２２年３月期（Ｂ） ４,３５０ △７９６ △ ８１６ △ ６５７ 

  増  減  額（Ｂ－Ａ） △  ２４ １,７７４ １,６７７ ３,１７２ 

  増  減  率 △ ０.６％ ６９.０％ 
. 

６７.３％    ８２.８％ 

 

（２）平成２２年３月期個別業績の差異（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日） 

（単位：百万円） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

  ２１年３月期（Ａ） ４,２１０   △ ２,３９０  △ ２,２２８   △ ３,６２８ 

  ２２年３月期（Ｂ） ３,９０３ △ ７４１ △ ６９８ 
 

△ ６５６ 

  増  減  額（Ｂ－Ａ） △ ３０７ １,６４９ △ １,５３０  ２,９７２ 

  増  減  率 △ ７.３％ ６９.０％    ６８.７％    ８１.９％ 

 

（３）差異発生の理由 

当期の業績は、商品先物取引事業については米国など国際商品先物市場が堅調に推移したにもかかわらず、

国内市場の出来高が金融不安の影響等により低迷を続け、個人投資家の投資スタンスも消極的に推移する状況

となり、委託売買高は前年同期比１４.７％減の１,２６１千枚、受取手数料は前年同期比０.０２％減の３５億

１０百万円となりました。また外国為替取引事業については、米国経済の状況を見極めようとする動きやＥＵ
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経済、中国経済などに対するさまざまな観測が為替相場の動向に影響し、投資家にとって方向感の掴みづらい

相場展開が続いたことから、当期の外国為替証拠金取引にかかる収益は、前年同期比４４.０％減の３億９９百

万円となりました。 

子会社アルバース証券株式会社による証券事業については、日経平均株価も１０,０００円台を回復するな

ど堅調に推移したことから個人投資家が積極的な投資姿勢を見せる場面もあり、年度の後半には新興国の外債

などを取り扱い、受入手数料は前年同期比９.７％増の１億８５百万円となりました。また、子会社の株式会社

マックスマネー・インベストメントによる証券ディーリング業務で１億６２百万円の収益を計上し、子会社ビ

バーチェ・キャピタル・マネジメント株式会社についても投資運用業務による収入で９３百万円を計上してお

ります。 

当社グループの営業費用については、支店統合による営業の集中や効率的な業務の推進を図るなどグループ

全体で経費の削減に努めた結果、前年同四半期累計期間比２５.９％減の５１億４６百万円となりました。 

以上の結果、営業費用の削減効果もあり、連結業績での利益指標は大幅に好転し、連結営業収益は、前年同

期比０.６％減の４３億５０百万円、連結営業損失が７億９６百万円（前年同期は連結営業損失が２５億７０百

万円）、連結経常損失が８億１６百万円（前年同期は連結経常損失が２４億９３百万円）、連結当期純損失は６

億５７百万円（前年同期は連結純損失が３８億２９百万円）となりました。 

また、個別の業績は、当期の営業収益が、前年同期比７.３％減の３９億０３百万円、営業損失が７億４１百

万円（前年同期は営業損失が２３億９０百万円）、経常損失が６億９８百万円（前年同期は経常損失が２２億２

８百万円）、当期純損失は６億５６百万円（前年同期は純損失が３６億２８百万円）となりました。 

 

以上 

 

 


